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xyz  空間内に 2点P（u，u，0），Q（u，0， 1－u2）を考える。uが 0から 1まで動くとき，線分 PQ が
通過してできる曲面をSとする。
⑴　点（u，0，0）（0≦u≦1）と線分 PQ の距離を求めよ。
⑵　曲面Sをx軸の周りに 1回転させて得られる立体の体積を求めよ。

　媒介変数表示 x＝sin t，y＝（1＋cos t）sin t（0≦t≦∏）で表される曲線をCとする。

⑴　 dy
dx
および d 2y

dx2 をtの関数として表せ。

⑵　Cの凹凸を調べ，Cの概形をかけ。
⑶　Cで囲まれる領域の面積Sを求めよ。

　原点Oを中心とする半径 3の円Cの外側に接する半径 1の円C 'がある。C 'の中心をO'とし，A，Bを
C 'の円周上の定点とする。最初は，O，A，O'，Bがこの順で，x軸上に一直線上にある。C 'がCに接し
ながら，滑ることなくCの周りを反時計回りに 1回りしてもとの位置に戻るとする。
⑴　円C 'の中心 O' が iだけ回転したとき，点Bの座標（x，y）をそれぞれ iで表せ。
⑵　Cの周りをC ' が 1回りしてもとの位置に戻るとき，Bが描く曲線の長さを求めよ。

　座標平面において線分 L：y＝x（0≦x≦1），曲線 C：y＝x2－x＋1 （0≦x≦1）およびy軸で囲まれた図
形をDとする。
⑴　C上の点P（t，t 2－t＋1）からLに下ろした垂線とLの交点をQとする。線分OQの長さuをtで表せ。
ただしOは原点とする。
⑵　⑴のP，Qについて線分PQの長さをtを用いて表せ。
⑶　図形Dを直線 y＝xの周りに 1回転してできる立体の体積を求めよ。
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Cの外側に接する半径側に接する半径 1の円の円CC 'がある
最初は，OO，，A，O'O，BBがこの順でがこの順で，，x

Cの周りを反時計回りにの周りを反時計回りに 1回りしてもり
が iiだけ回転したときだけ回転したとき，，点点BBの座標
回りしてもとの位置に戻る回りしてもとの位置


